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はじめに 

 

 2023 年に埼玉県内で分離・届出が行われ，その性状確認

等を衛生研究所で行った三類感染症細菌は，赤痢菌8株，

チフス菌1株及び腸管出血性大腸菌148株であった．パラ

チフスA菌及びコレラ菌の分離はなかった． 

 今回は，全国の検出状況（IDWR 2023年12月31日現在 1) ）

と併せて，分離・確認された菌株の血清型別，毒素産生性

等の検査成績及びその傾向について報告する． 

 

対象及び結果 

 

 三類感染症細菌の検出状況について，表1に示した．国

内感染例では，腸管出血性大腸菌139 株，赤痢菌1株が分

離された．海外感染例では，腸管出血性大腸菌が9株，赤

痢菌が7株，チフス菌が1株分離された． 

 

表１ 三類感染症細菌検出状況（2023） 

 国内 

感染例 

海外 

感染例 

計 

腸管出血性大腸菌 139 9 148 

赤痢菌 1 7 8 

チフス菌  1 1 

計 140 17 157 

 

1 赤痢菌  

全国の検出状況では，埼玉県を含む19都府県から47例

の報告があった．埼玉県内で分離・確認された赤痢菌8株

の概要を表2に示した． 

8株の血清型は，Shigella sonneiが3株，Shigella flexneri

が5株であった．Shigella flexneriの血清型は2aが3株，

1bと variantY がそれぞれ1株ずつであった． 

8 株中 7 株は海外感染例と推定されたが，その内 4 株は

インドネシアからの技術研修生から健康診断で検出された

株であった．一方で10月に分離された海外渡航歴のない1

例は，感染経路等の調査を保健所で実施したが，原因究明

までには至らなかった．2022年には赤痢菌が県内で分離・ 

確認されなかったが，訪日外客数が 2022 年から大幅に増

えており 2) ，今後も注視していく必要がある． 

  

表 2 県内で分離された赤痢菌（2023） 

 

2 チフス菌 

 全国の検出状況では，埼玉県を含む17都府県から38例

の報告があった．埼玉県では1例の報告があり，その概要

を表3に示した．患者はバングラデシュへの渡航歴があり，

発症時期等から渡航先での感染と推定された．分離株の薬

剤感受性試験では，臨床上重要とされるフルオロキノロン

系やセフェム系を含む17種類の薬剤感受性試験を実施し，

ナリジクス酸の1薬剤に耐性を示した． 

 

表 3 県内で分離されたチフス菌（2023） 

 

 

3 腸管出血性大腸菌 

全国 47都道府県すべてで報告があり，その例数は3,811

例であった．埼玉県で2023 年に検出され，衛生研究所で性

状確認等を実施した腸管出血性大腸菌は148 株であり，そ

の血清型・毒素型別を表4に示した．血清型では21血清型

が検出され，最も多く検出されたのは昨年と同様 O157:H7

が94株（63.5％）であった．次いでO26:H11が11株（7.4％），

O111:H-，O103:H2が各7株（4.7％），O157:H－が6株（4.1％）

であった．その他の血清型の検出数はそれぞれ4株以下で

あった． 

148 株のうち56株（38％）は患者発生に伴う家族検便や

給食従事者に対する定期検便で非発症者から検出されたも

のであった．非発症者からの検出率は，O157:H7 では 29.8％

（28/94）であり，O26:H11 が 36.4％（4/11）であった． 

また，海外感染例と推測される9株ではいずれの患者も

大韓民国への渡航歴があり，O157:H7 が 5 株，O157:H－が 
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1 株，O26:H11 が 2株，O103:H2 が 1株検出された．  

検出株の遺伝子型別では，反復配列多型解析の MLVA 法

による型別を実施した．O157は 100 株が74型に，O26では

12 株が 8型に，O111 では 7株が 4型に型別された． 

2023年に全国で検出株数が上位であったMLVA型 3) のう

ち，当所における検出数を表5に示した．2021 年は31株，

2022年は7株が検出株数上位のMLVA型に該当していたが，

2023 年は 5株であった．全国の検出株数上位とは別に，県

内で最も発生の多かった株は，埼玉県内飲食店に関連して

いる埼玉県MLVA 型 157S15021（感染研型13m0625）が 7株

であった．その内 5 株が散発下痢症例から分離，2 株が発

症者家族から分離された． 

当所において確認した腸管出血性大腸菌の株数は 2020

年 86株，2021 年 111 株，2022年 119 株，2023 年 148 株と

なっており，ここ数年は増加傾向にある． 

国内外共に人流が増えている中，感染症に対する予防意

識が高い状態が維持されるよう，今後も引き続き，感染症

サーベイランス情報を早く正確に提供していきたい． 
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表 4 腸管出血性大腸菌の血清型と毒素型（2023） 

血清型 
毒素型 

計 
VT1 VT2 VT1&2 

O157:H7  42 52 94(28)* 

O157:H－  1 5 6 (2) 

O26:H11 9 2     11 (4) 

O26:H－ 1   1 (0) 

O111:H－ 5  2 7 (1) 

O25:HUT  1  1 (0) 

O74:H－  1  1 (0) 

O91:H－   1 1 (1) 

O103:H2 6 1  7 (5) 

O115:HUT 1   1 (1) 

O121:H19  2  2 (0) 

O126:HUT 1   1 (1) 

O128:H2 1  1 2 (2) 

O146:H21  1  1 (1) 

O146:HUT 1   1 (1) 

O148:H18  1  1 (1) 

OUT:H2  2  2 (2) 

OUT:H7  1  1 (0) 

OUT:H45  1  1 (1) 

OUT:H－ 1 3  4 (4) 

OUT:HUT 1 1  2 (1) 

 27 60 61 148(56) 

                                                                                                                * ( )内は非発症者からの検出数 

 

表 5 全国で検出数上位であったMLVA 型の当所における検出数（2023） 

埼玉県MLVA 型（感染研No.） 血清型 毒素型 株数（当所*/全国） 

157S22011 (22m0027) O157:H7 VT1&2 2/73 

26S22014 (22m2113) O26:H11 VT2 2/35 

157S23018 (23m0077) O157:H7 VT2 1/29 

                                                                                                                 * 埼玉県衛生研究所で確認した株数 


